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研究内容 

 

心臓は毎日 10万回、一生で 30億回も休まずに拍動し続けます。この心拍動はペースメーカ組織である心

臓刺激伝導系によって規則的に生み出された電気信号が適切に心臓内に伝わるという精密な制御の上に

成り立っています。一方、心臓刺激伝導系の機能に異常をきたすと、心拍数が著しく増加・減少したり、また

は不規則になる不整脈が引き起こされ、めまいや失神など生活の質の低下をまねく病的な状態に陥ります。 

東海大学医学部・応用分子生理学研究室では、この心臓刺激伝導系にフォーカスして、心拍動の調節メカ

ニズムの解明と不整脈に対する新たな治療法の開発を研究目標に掲げており、動物・ヒトの個体・臓器レベ

ルのマクロな現象から細胞・遺伝子・分子レベルのミクロな現象まで広くカバーする多角的なアプローチに 

よって基礎医学研究を推進しています。 

 心臓刺激伝導系は心臓の中でも特殊な機能と分布を示すことから、その解析には高度な専門知識と研究

技術を要します。そのため、心臓刺激伝導系による心拍制御メカニズムとその異常による不整脈のなりたち

については不明な点が多く残されています。当研究室では、この心臓刺激伝導系の機能および形態解析を

国内外の研究者との共同体制で進めています。研究室主宰者の中尾周は獣医学のバックグラウンドを活か

した疾患モデル動物の作製、病態生理学的解析、組織形態学的解析だけでなく、細胞培養技術、遺伝子 

およびタンパク質発現制御技術、遺伝子改変および編集技術、バイオインフォマティクス解析法などを取り

入れて、心拍制御メカニズムの解明に取り組んでおり、その成果を新たな治療法の開発に結び付けることを

目指しています。 
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